
HRガバナンス・リーダーズ（HRGL)主催
オンラインセミナー

CGSガイドライン改訂セミナー 後編
- CGSガイドラインが描く戦略・リスクガバナンス改革 -

開催日時（Zoom配信）

2022年09月01日(木)

セミナー概要

10:00-11:45

今年7月、「コーポレート・ガバナンス・システムに関す
る実務指針」（CGSガイドライン）が再改訂されました。
各企業は、どのような覚悟と取組でコーポレートガバナン
ス改革を進めていくべきなのでしょうか。

本セミナーの前編では改訂ガイドラインの全体像を把握し
ました。

後編では、東京都立大学 松田千恵子教授による講演と対談、
また弊社コンサルタントによる実務上の論点の解説を通じ
て、各企業が進むべき道筋を明らかにします。



第２部 HRGL講演

セミナーアジェンダ／スピーカー紹介

第１部 有識者講演＆対談 10:00-10:50

10:50-11:20HRGL プリンシパル 村澤 竜一

「CGSガイドラインが描くガバナンスと実務上の論点」

「監督と執行の機能強化は車の両輪である」。このメッセー
ジは何を意味しているのでしょうか。改訂ガイドラインには、
双方の機能を強化するためのヒントが多く含まれています。
自社の能動的な選択によりガバナンス体制を確立する道筋を、
皆様と一緒に考えます。

東京都立大学
教授

松田 千恵子氏

11:20-11:45

（聴き手）
HRGL

パートナー
林 拓矢

「経営陣は企業価値向上にどう向き合うべきか」

HRGL プリンシパル 南部 誠一郎

企業活動の目的はすべからく企業活動の向上にありますが、
その実現に向け経営陣は何を監督し、何を執行すべきなので
しょうか。HRGLが提唱する戦略ガバナンスの概念をご紹介
しながら、企業価値向上に向けたガバナンスの在り方につい
て解説します

「コーポレートガバナンスの進化に向けて」

ここ数年のガバナンス改革を通じ、ガバナン
スに「求められる姿」への理解は深まってき
ました。一方、各企業が企業価値向上に寄与
するようなガバナンスの「ありたい姿」を見
出すには、多くの課題があるようです。

本プログラムでは、全社戦略・財務戦略や
コーポレート・ガバナンスがご専門の、松田
千恵子氏をお迎えし、日本企業が検討すべき
論点等をご解説いただくとともに、HRGLの
コンサルタントとの対談を通じて、日本企業
のガバナンスの将来像を深掘りしていきます。



参加方法

【ご案内】CGSガイドライン改訂セミナー（前編）
-座長と事務局が語る改訂ガイドラインの全体像 -

本セミナーご案内ページにお申込みフォームへのリンクがございます
ので、そちらからお申込みください。

本セミナーの前編となります「CGSガイドライン改訂セミナー
-座長と事務局が語る改訂ガイドラインの全体像 -」にご登録いただ
いた方は、本セミナーの登録は不要です。前編終了後に本セミナーの
ご案内メールを送信いたします。

※アーカイブ配信の案内をご希望される場合も、下記リンクよりお申込み
ください。 後日、アーカイブ視聴登録用のリンクをご案内いたします。

「本セミナーご案内ページ」：https://www.hrgl.jp/info/info-6166/

「前編セミナーご案内ページ」：https://www.hrgl.jp/info/info-6159/

前編では、CGS研究会座長・学習院大学

神田秀樹教授による基調講演、研究会事務

局・経済産業省 産業組織課 安藤様による

解説を通じて、改訂ガイドラインの全体像

を把握します。

2022年08月18日(木) 10:00-11:30
（アーカイブ配信あり）

https://www.hrgl.jp/info/info-6166/
https://www.hrgl.jp/info/info-6159/


HRGLの目指すべき姿

• ＨＲガバナンス・リーダーズ株式会社（ＨＲＧＬ）
Human Resources Governance Leaders Co., Ltd.

社名

• 9.8億円（資本金4.9億円+資本準備金4.9億円）資本金等

• 若杉敬明(東京大学名誉教授)
• 神田秀樹（東京大学名誉教授）

アドバイザリー
ボード

• 経営企画管理部、コーポレートガバナンスR&D部
• サステナビリティガバナンス部、戦略・リスクガバナンス部
• 指名・人財ガバナンス部
• 指名・報酬ガバナンス部

組織

• 代表取締役社長 CEO 内ヶ﨑 茂代表者

会社概要

ビジョン

ミッション

バリュー

パーパス

強靭な取締役会を実現す
るための“コーポレート
セクレタリー機能”を担う

企業の成長ストーリーを描
くコーポレートガバナンスの
“かかりつけ医”

▶ 地球・社会・企業の持続的成長を通じて、
「ヒト」が輝く社会の“未来設計図”を描く（Road To Our Purpose）

▶ 「ヒト」が輝ける未来とは、人類が幸せに暮せる世界として、
持続可能な社会である（Earth Driven COMPANY）

▶ グローバル大企業のサステナビリティ経営によって、日本は成長し、
持続可能な社会は実現される（未来社会からの信認を得る）

▶ 社会課題の解決と経済の発展を両立する循環型社会に実現に
向けて、「サステナビリティガバナンス」のエコシステムを構築する

▶ 「ヒト」・組織・文化を起点としたHRガバナンス改革を通じて、
クライアント企業の“コーポレートセクレタリー機能”を担う

▶ サステナビリティ視点でマネジメントとガバナンスを有機的に機能
させることで、強靭な取締役会を実現する

▶ サステナビリティ、戦略・リスク・監査、指名・人財、報酬の4領域を
コア・バリューとする統合ボードアドバイザリー

▶ クライアント企業の成長スト－リーを描く、コーポレートガバナンスの
“かかりつけ医”として、“深く・濃く・長い”信頼関係を構築する

「ヒト」が輝く社会の
“未来設計図”を創造する

企業の「サステナビリティ
ガバナンス」のエコシステ
ムを構築する


